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成
人
年
齢
を
18
歳
と
す
る

法
案
が
可
決
し
、
息
子
と
酒

を
飲
む
日
が
２
年
早
ま
っ
た

と
ぬ
か
喜
び
し
た
が
、
酒
と

煙
草
は
別
だ
と
い
う
。
米
国

精
神
医
学
会
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル

な
ど
の
行
動
嗜
癖
を
依
存
性

物
質
と
同
列
に
論
じ
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
も
ゲ
ー
ム
依
存
を
疾
病
と

定
義
す
る
時
代
の
中
で
は
や

む
を
得
な
い
が
、
そ
れ
な
ら

ゲ
ー
ム
も
20
歳
ま
で
禁
止
に

し
て
欲
し
い
と
、
息
子
の
様

子
を
見
る
と
切
に
思
う
の
で

あ
る
。
ゲ
ー
ム
な
ど
は
法
律

で
全
面
禁
止
に
し
な
い
と
国

家
レ
ベ
ル
で
の
生
産
性
の
低

下
を
招
き
、
阿
片
の
蔓
延
が

清
国
を
滅
亡
さ
せ
た
よ
う
に

国
の
存
亡
に
関
わ
る
の
で
は

な
い
か
と
さ
え
個
人
的
に
は

危
惧
し
て
い
る
。

　

し
か
し
一
旦
普
及
し
た
も

の
を
完
全
に
禁
じ
る
こ
と
は

反
作
用
の
方
が
大
き
く
、
逆

に
事
態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

は
、
依
存
症
の
歴
史
か
ら
も

明
ら
か
で
あ
る
。
20
世
紀
初

頭
の
米
国
に
お
い
て
13
年
間

に
わ
た
っ
て
施
行
さ
れ
た
禁

酒
法
の
も
た
ら
し
た
も
の

は
、
酒
の
な
い
清
ら
か
な
社

会
な
ど
で
は
な
く
、
水
面
下

で
の
密
造
・
密
輸
・
密
売
に

よ
る
マ
フ
ィ
ア
の
急
成
長

と
、
一
般
市
民
に
お
け
る
法

令
遵
守
精
神
の
頽
廃
で
あ
っ

た
。

　

法
規
制
に
限
界
が
あ
る
な

ら
、
最
後
は
個
人
の
意
思
の

力
が
重
要
に
な
る
。
先
の
大

戦
中
に
海
軍
軍
医
で
あ
っ
た

塾
医
学
部
18
回
生
の
大
先
輩

の
話
で
は
、
空
母
の
士
官
室

に
戦
闘
機
乗
り
が
集
中
力
を

高
め
る
た
め
の
ヒ
ロ
ポ
ン

（
覚
せ
い
剤
）
が
瓶
詰
め
で

常
備
さ
れ
て
い
た
が
、
依
存

に
陥
る
者
は
皆
無
で
あ
っ
た

と
い
う
。
自
ら
の
意
志
で
薬

物
使
用
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
と
い
う
極
端
な
一
例
で

あ
る
。

　

今
年
カ
ナ
ダ
で
は
主
要
先

進
国
で
初
め
て
大
麻
が
合
法

化
さ
れ
た
。
禁
止
す
る
よ
り

も
現
実
に
即
し
て
管
理
し
、

個
人
の
良
識
に
期
待
す
る
と

の
判
断
は
、
禁
酒
法
の
例
か

ら
見
れ
ば
妥
当
と
言
え
る
だ

ろ
う
。
ゲ
ー
ム
依
存
や
ネ
ッ

ト
依
存
な
ど
、
時
代
や
社
会

の
変
遷
に
よ
っ
て
現
れ
た
新

た
な
依
存
症
は
、
法
規
制
が

困
難
で
あ
る
分
さ
ら
に
厄
介

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て
ど

う
立
ち
向
か
う
か
は
現
代
社

会
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

「
酒
は
飲
ん
で
も
飲
ま
れ
る

な
」
と
い
う
先
人
の
教
え
が

改
め
て
思
い
出
さ
れ
る
。

　

（
冨
田
真
幸　

精
76
回
）

第23回慶應医学賞受賞者決定
　

慶
應
医
学
賞
は
、
世
界
の

医
学
・
生
命
科
学
の
領
域
に

お
い
て
医
学
を
中
心
と
し
た

諸
科
学
の
発
展
に
寄
与
す
る

顕
著
、
か
つ
創
造
的
な
研
究

業
績
を
あ
げ
た
研
究
者
を
顕

彰
す
る
も
の
で
、
１
９
９
６

年
よ
り
41
名
の
研
究
者
に
対

し
授
与
し
て
い
ま
す
。
第
23

回
を
迎
え
た
今
年
の
慶
應
医

学
賞
受
賞
者
は
柳
沢
正
史
博

士
（
筑
波
大
学
国
際
統
合
睡

眠
医
科
学
研
究
機
構
（WPI-

IIIS

） 

機
構
長
・
教
授
）、

Feng Zhang

博
士
（
マ
サ
チ

ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
（
米

国
）
教
授
、
ブ
ロ
ー
ド
研
究

所
主
任
研
究
員
）
の
2
名
に

決
定
し
、
慶
應
医
学
賞
審
査

委
員
会
は
下
記
の
と
お
り
授

賞
理
由
を
発
表
致
し
ま
し

た
。

　

本
賞
は
、
世
界
十
数
カ
国

の
著
名
な
研
究
者
お
よ
び
研

究
機
関
か
ら
推
薦
さ
れ
た
候

補
者
の
中
か
ら
、
学
内
外
約

90
名
の
審
査
員
に
よ
る
厳
正

な
審
査
を
経
て
、
受
賞
者
を

決
定
し
て
い
ま
す
。
受
賞
者

睡
眠
研
究
の
権
威
で
あ
る
柳
沢
博
士
と

哺
乳
類
で
の
ゲ
ノ
ム
編
集
の
ジ
ャ
ン
博
士

F
フ ェ ン

eng Z
ジ ャ ン

hang博士
マサチューセッツ工科大学（米国）教授
ブロード研究所 主任研究員

柳や
な
ぎ
さ
わ沢 

正ま
さ

史し

博
士

筑
波
大
学
国
際
統
合
睡
眠
医
科
学
研
究
機
構

（W
P
I-IIIS

）機
構
長
・
教
授

に
は
賞
状
と
メ
ダ
ル
お
よ
び

賞
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。
本

年
は
12
月
18
日
（
火
）
に
北

里
記
念
医
学
図
書
館
2
階
北

里
講
堂
に
て
授
賞
式
お
よ
び

受
賞
記
念
講
演
会
が
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

第
23
回
慶
應
医
学
賞
審
査

委
員
【
岡
野
栄
之
（
委
員

長
、
医
学
部
教
授
）、
審
良

静
男
（
大
阪
大
学W

PI

免
疫

学
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
研
究
セ
ン

タ
ー
拠
点
長
）、
浅
島
誠

（
帝
京
大
学
戦
略
的
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
研
究
セ
ン
タ
ー
特

任
教
授
）、
有
田
誠
（
薬
学

部
教
授
）、
佐
谷
秀
行
（
医

学
部
教
授
）、
塩
見
春
彦

（
医
学
部
教
授
）、
清
水
孝

雄
（
国
立
研
究
開
発
法
人
国

立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

脂
質
シ
グ
ナ
リ
ン
グ
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
長
）、
田
中
啓
二

（
公
益
財
団
法
人
東
京
都
医

学
総
合
研
究
所
理
事
長
）、

永
井
良
三
（
自
治
医
科
大
学

学
長
）
野
田
哲
生
（
公
益
財

団
法
人
が
ん
研
究
会
代
表
理

事
・
常
務
理
事
・
が
ん
研
究

所
所
長
）、
別
役
智
子
（
医

学
部
教
授
）、
御
子
柴
克
彦

授
賞
研
究
テ
ー
マ
「
睡
眠
制

御
機
構
の
解
明
と
創
薬
へ
の

応
用
」

　

柳
沢
正
史
博
士
は
、
こ
れ

ま
で
不
明
で
あ
っ
た
睡
眠
の

制
御
機
構
の
一
端
を
解
明

し
、
そ
れ
に
基
づ
く
創
薬
へ

の
応
用
に
成
功
を
収
め
て
お

り
ま
す
。
柳
沢
博
士
は
、
長

年
生
体
ホ
メ
オ
ス
タ
シ
ス
の

制
御
の
分
子
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
を
目
指
し
、
１
９
８
７

年
に
は
、
内
皮
由
来
血
管
収

縮
因
子
の
エ
ン
ド
セ

リ
ン
を
発
見
し
ま
し

た
。
ま
た
、
１
９
９

１
年
に
は
オ
ー
フ
ァ

ン
Ｇ
タ
ン
パ
ク
質
共

役
型
受
容
体
の
内
因

性
リ
ガ
ン
ド
と
し
て

新
規
神
経
伝
達
物
質
オ
レ
キ

シ
ン
を
発
見
し
、
そ
の
後
ノ

ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
が
睡
眠

障
害
ナ
ル
コ
レ
プ
シ
ー
を
引

き
起
こ
す
こ
と
に
よ
り
、
オ

レ
キ
シ
ン
が
睡
眠
覚
醒
を
制

御
し
て
い
る
と
い
う
発
見
に

至
り
ま
し
た
。
注
目
す
べ
き

こ
と
に
、
エ
ン
ド
セ
リ
ン
受

容
体
拮
抗
薬
が
肺
高
血
圧
治

療
薬
と
し
て
、
オ
レ
キ
シ
ン

受
容
体
拮
抗
薬
が
不
眠
症
治

療
薬
と
し
て
製
薬
企
業
に
よ

り
開
発
さ
れ
、
上
市
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

柳
沢
博
士
は
、
睡
眠
の
制
御

機
構
の
全
貌
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
に
、
マ
ウ
ス
の
フ
ォ

ワ
ー
ド
ジ
ェ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス

の
手
法
に
よ
り
、
新
規
の
睡

眠
覚
醒
遺
伝
子
の
同
定
に
成

功
し
、
睡
眠
の
実
体
解
明
に

近
づ
い
て
い
ま
す
。
眠
気
の

物
質
的
な
基
盤
が
解
明
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
新
た
な
睡

眠
障
害
治
療
法
の
開
発
の
ブ

レ
イ
ク
ス
ル
ー
が
期
待
で

き
、
こ
れ
ら
の
基
盤
を
開
発

し
た
柳
沢
博
士
の
貢
献
は
極

め
て
大
き
い
と
い
え
ま
す
。

授
賞
研
究
テ
ー
マ
「
哺
乳
類

に
お
け
る CRISPR/Cas 

シ
ス
テ
ム
の
開
発
と
医
学
研

究
へ
の
応
用
」

　

CRISPR/Cas

シ
ス
テ
ム

と
は
、
元
来
、
細
菌
や
古
細

菌
が
ウ
ィ
ル
ス
感
染
を
防
御

す
る
た
め
に
発
達
さ
せ
た
免

疫
防
御
シ
ス
テ
ム
で
す
。
多

く
の
研
究
者
が
こ
の

CRISPR/Cas

分
子
機
構
の

解
明
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た

が
、
２
０
１
３
年
に
世
界
で

初
め
て
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を

哺
乳
動
物
細
胞
に
お
い
て
ゲ

ノ
ム
編
集
ツ
ー
ル
と
し
て
利

用
可
能
に
し
た
の
が
フ
ェ

ン 

ジ
ャ
ン
博
士
で
す
。
そ

の
後
、
フ
ェ
ン 

ジ
ャ
ン
博

士
の
グ
ル
ー
プ
はCRISPR/

Cas

シ
ス
テ
ム
の
理
解
を
深

め
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
様
々

な
ゲ
ノ
ム
機
能
解
析
ツ
ー
ル

（
人
工
転
写
活
性
化
、
迅
速

な
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
マ
ウ
ス
作

成
、
遺
伝
子
ス
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
微
量
核
酸
検
出
等
）
と

し
て
、
さ
ら
に
は
医
学
研
究

（
マ
ウ
ス
生
体
脳
に
お
け
る

ゲ
ノ
ム
編
集
等
）
に
向
け
進

化
・
発
展
さ
せ
て
い
ま
す
。

こ
のCRISPR/Cas

技
術
は
、

ゲ
ノ
ム
の
任
意
の
配
列
を
改

変
（
削
除
、置
換
、挿
入
等
）

す
る
こ
と
が
容
易
で
あ
る
た

め
、
現
在
、
基
礎
生
物
学
研

究
の
み
な
ら
ず
、
農
作
物
や

畜
産
動
物
の
品
種
改
良
に
利

用
さ
れ
、
モ
デ
ル
動
物
の
開

発
、
再
生
医
療
や
ゲ
ノ
ム
編

集
治
療
な
ど
へ
の
応
用
研
究

が
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
基
盤
技
術
を
開
発

し
、
そ
の
技
術
を
大
き
く
発

展
さ
せ
て
い
る
フ
ェ
ン 

ジ

ャ
ン
博
士
の
貢
献
は
極
め
て

大
き
い
と
い
え
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
８
月
２
日
・

３
日
の
両
日
、
慶
應
義
塾
大

学
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
南
校

舎
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
第
56

回
全
国
大
学
保
健
管
理
協
会

関
東
甲
信
越
地
方
部
会
研
究

集
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
猛
暑
日
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
関
東
甲
信
越
の
各

県
か
ら
４
０
０
名
を
超
え
る

参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
集
会
は
全
国
大

学
保
健
管
理
協
会
の
関
東
甲

信
越
地
方
部
会
が
毎
年
１
回

開
催
し
て
お
り
、
加
盟
し
て

い
る
国
公
立
・
私
立
の
大
学

や
短
期
大
学
に
お
い
て
保
健

管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
医

師
、
保
健
師
、
看
護
師
、
事

務
職
員
が
参
加
し
て
い
ま

す
。
慶
應
義
塾
大
学
と
し
て

は
、
２
０
１
２
年
の
第
50
回

（
当
時
は
清
家
篤
前
塾
長
、

齊
藤
郁
夫
元
保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
所
長
（
51
回
）
を
中
心

に
行
わ
れ
ま
し
た
）
以
来
、

６
年
ぶ
り
５
度
目
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
長

谷
山
彰
塾
長
に
部
会
長
に
就

任
い
た
だ
き
、
森
正
明
保
健

管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
（
64

回
）
を
代
表
世
話
人
と
し

て
、「
健
康
と
安
全
を
め
ざ

し
て
〜
多
様
な
情
報
を
活
か

し
、
保
健
管
理
の
さ
ら
な
る

充
実
を
〜
」
を
テ
ー
マ
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

部
会
長
挨
拶
で
は
長
谷
山

彰
塾
長
が
、
義
塾
で
は
保
健

管
理
を
重
視
し
、
今
か
ら
１

５
０
年
前
に
慶
應
義
塾
と
称

し
た
時
に
は
保
健
管
理
セ
ン

タ
ー
の
前
身
で
あ
る
医
務
部

を
設
け
て
い
た
こ
と
、
半
学

半
教
の
精
神
で
学
び
合
う
こ

と
の
重
要
性
な
ど
を
話
さ
れ

ま
し
た
。
最
初
の
特
別
講
演

で
は
、
竹
内
勤
常
任
理
事
よ

り
「
免
疫
難
病
と
学
校
保

健
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
ご

講
演
い
た
だ
き
、
続
く
教
育

講
演
１
で
は
ス
ポ
ー
ツ
医
学

研
究
セ
ン
タ
ー
准
教
授
の
石

田
浩
之
氏
（
66
回
）
よ
り

「
ス
ポ
ー
ツ
障
害
対
策
の
ト

ピ
ッ
ク
ス
：
脳
し
ん
と
う
」

に
つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

午
後
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１

は
「
教
職
員
の
健
康
増
進
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
４
人
の
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
お
話
し
い

た
だ
き
、
総
合
討
論
で
も
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
そ
の
後
の
教
育
講
演

２
は
「
学
内
の
感
染
症
対

策
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
２

人
の
演
者
か
ら
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
２
日
目
午
前

中
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
で
は

「
身
近
な
リ
ス
ク
の
回
避
教

育
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
３

人
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
か
ら
お

話
し
い
た
だ
い
た
後
、
熱
心

な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
午
後
の
保
健
・
看
護
分

科
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は

「
教
職
員
へ
の
健
康
支
援
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
よ
り
具
体

的
な
事
例
を
も
と
に
討
論
が

第
56
回
全
国
大
学
保
健
管
理
協
会

関
東
甲
信
越
地
方
部
会
研
究
集
会

左から特別講演演者の竹内常任理事、部会長の長谷山
塾長、代表世話人の森保健管理センター長　　　　　

研
修
医
1
・
2
年
目
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ

同
期
で
記
念
撮
影
＠
ヘ
リ
ポ
ー
ト

（
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化

学
研
究
所
脳
科
学
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
発
生
・
神
経
生
物

研
究
チ
ー
ム
チ
ー
ム
リ
ー
ダ

ー
）、
吉
村
昭
彦
（
医
学
部

教
授
）】

　

初
期
研
修
医
と
し
て
2
年

間
平
塚
市
民
病
院
に
て
勤
務

し
て
お
り
ま
す
、
96
回
生
の

鈴
木
将
平
と
申
し
ま
す
。
自

然
豊
か
な
平
塚
の
魅
力
に
つ

い
て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

平
塚
市
民
病
院
は
湘
南
西

部
の
二
次
医
療
圏
に
属
す
る

地
域
の
中
核
病
院
で
あ
り
、

平
成
29
年
か
ら
救
命
救
急
セ

ン
タ
ー
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。
3
次
救
急
も
含
め
、
軽

症
か
ら
重
症
ま
で
多
く
の
救

急
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
の
救
急
車

搬
送
患
者
数
は
８
０
４
７

人
、
応
需
率
98
・
4
％
で
、

こ
れ
ら
の
症
例
全
て
に
研
修

医
が
フ
ァ
ー
ス
ト
タ
ッ
チ

し
、
上
級
医
と
相
談
し
な
が

ら
診
療
を
進
め
ま
す
。
時
に

は
忙
し
さ
で
目
が
回
り
そ
う

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
症
例
報

告
や
論
文
作
成
な
ど
を
す
る

研
修
医
も
い
ま
す
。

　

医
者
の
み
な
ら
ず
院
内
の

多
く
の
ス
タ
ッ
フ
が
釣
り
や

サ
ー
フ
ィ
ン
な
ど
の
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
お

り
、
出
勤
前
に
湘
南
の
海
で

サ
ー
フ
ィ
ン
を
し
て
か
ら
出

勤
す
る
医
師
が
い
た
り
、
夏

に
な
る
と
日
焼
け
し
て
い
る

ス
タ
ッ
フ
が
明
ら
か
に
多
い

の
も
、
当
院
の
特
徴
で
す
。

２
年
前
に
新
病
棟
が
建
ち
、

平
成
31
年
３
月
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
す
る
当
院
の
内
装

は
と
て
も
明
る
く
、
湘
南
ら

し
い
さ
わ
や
か
な
雰
囲
気
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
塚
と
い
え
ば
や
は
り

海
。
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
な
く
漁
港
で
獲
れ
る
豊
富

な
海
の
幸
も
大
き
な
魅
力
で

す
。
海
の
近
く
の
レ
ス
ト
ラ

ン
や
居
酒
屋
で
は
新
鮮
な
魚

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

す
。
海
で
釣
っ
た
魚
を
そ
の

ま
ま
漁
港
で
さ
ば
い
て
食
べ

た
味
は
格
別
で
す
。
海
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
平
塚
に
は

相
模
湾
を
一
望
で
き
る
山
も

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も
桜

の
名
所
で
あ
る
湘
南
平
は
非

に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
が
、

優
し
い
先
生
方
や
コ
メ
デ
ィ

カ
ル
の
方
々
の
助
け
も
あ

り
、
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
上
級
医
と
の
距
離
も

近
く
気
軽
に
コ
ン
サ
ル
ト
し

や
す
い
た
め
、
救
急
外
来
だ

け
で
な
く
普
段
の
病
棟
業
務

で
も
、
何
か
困
っ
た
こ
と
が

あ
れ
ば
す
ぐ
に
相
談
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

初
期
研
修
医
は
各
学
年
10

名
程
度
で
日
本
全
国
の
大
学

か
ら
集
ま
っ
て
お
り
、
仲
良

く
充
実
し
た
研
修
生
活
を
送

っ
て
い
ま
す
。
通
常
業
務
の

ほ
か
勉
強
会
も
盛
ん
で
、
毎

週
研
修
医
が
持
ち
回
り
で
論

文
の
抄
読
会
を
行
っ
た
り
、

各
科
の
先
生
の
ご
指
導
の
下

ク
ル
ズ
ス
が
開
か
れ
て
い
ま

す
。
学
会
発
表
へ
の
参
加
も

積
極
的
で
、
ポ
ス
タ
ー
発
表

日時：平成30年７月20日（金）午後７時〜

報告事項
１．�葛西健君を励ます会が６月８日に開催され、大盛況であった。
10月９日のWHO西太平洋地域事務局長選挙に向けて寄付を募
っている。三四会からも寄付を行った。

２．�６月16日に三四会評議員会が開催され、審議事項は承認され、三
四会奨励賞の授与、新病院棟建設寄付に対する感謝状授与を含
めて滞りなく行われた。

３．�医学部新聞が門川編集長の新体制のもとで始動した。各月恒例
の特集、月次連載の他、新連載企画を掲載する予定。今まで学
内発信が多かったが今後は地方の三四会員からの情報発信増加
や、楽しい内容や若手が読みやすい座談会の企画も考慮してい
る。

４．�新病院棟建設募金について：寄付合計が26億円を超えた。匿名
寄付の方々へも感謝状、額縁、記念写真を発送した。銘板確認
作業が進行中。院内に「御礼ポスター」を掲示する予定。三四
会各支部へ御礼の挨拶に伺う予定。合計100万円以上の寄付をし
ているが今回の本銘板に載らない方々への対応として医学部銘
板（仮）の作成が進んでいる。ピンバッチの不足あり追加制作中。

５．�医師会役員支援ネットワークづくりとして、まず医師会役員の
把握を行い、医学部新聞に掲載した。

６．10月６日に平成30年度全国支部長会が開催される。

審議事項
１．�慶應オープンホスピタル協賛依頼について、正式な承認を得た
上で来年度から協賛を行う方針。

２．�他大学で活躍する教授などの三四会員との繋がりを深めていく
ためにまずはその三四会員の把握する必要があるが、今後情報
収集の調整を行う。

平成30年度第2回三四会定時理事会報告 常
に
有
名
で
、
毎
年
花
見
の

シ
ー
ズ
ン
に
は
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て

い
ま
す
。

　

平
塚
を
語
る
う
え
で
外
せ

な
い
の
が
日
本
三
大
七
夕
祭

り
の
平
塚
七
夕
祭
り
で
す
。

１
９
５
１
年
に
始
ま
り
、
来

場
者
が
３
日
間
で
１
５
０
万

人
を
超
え
る
、
由
緒
あ
る
と

て
も
大
き
な
祭
り
で
す
。
駅

前
の
商
店
街
は
様
々
な
飾
り

で
彩
ら
れ
、
町
全
体
が
七
夕

ム
ー
ド
一
色
に
な
り
ま
す
。

こ
の
３
日
間
は
平
塚
駅
周
辺

が
も
の
す
ご
い
盛
り
上
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

山
と
海
に
囲
ま
れ
、
東
京

ま
で
電
車
で
１
時
間
と
い
う

好
立
地
の
な
か
、
豊
富
な
症

例
を
経
験
し
な
が
ら
も
休
日

は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
湘
南
ラ

イ
フ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
、
大
変
恵
ま
れ
た
初
期
研

修
の
２
年
間
を
過
ご
し
て
い

ま
す
。
来
年
度
か
ら
は
平
塚

を
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
今
後
も
遊
び
に
行
き
た

い
素
晴
ら
し
い
場
所
で
す
。

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
度
足
を
運

ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

 

（
鈴
木
将
平　

96
回
）

医師としての第一歩を
踏み出した初期研修医
が、勤務する病院のこ
とや日々の奮闘ぶりを
レポート。いきいきと
した研修医ライフをお
届けします！

研修医
　ライフ
＠平塚市民病院

〈新連載〉

①

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

全
体
を
通
し
て
、
今
回
は

様
々
な
分
野
の
専
門
家
と
多

く
の
参
加
者

が
半
学
半
教

の
精
神
で
最

新
の
情
報
を

共
有
す
る
機

会
に
な
っ
た

と
思
い
ま

す
。
今
回
の

研
究
集
会
で

の
成
果
が
、

私
ど
も
の
セ

ン
タ
ー
も
含

め
参
加
校
の

明
日
か
ら
の

保
健
管
理
業

務
の
さ
ら
な

る
充
実
に
つ

な
が
る
こ
と
を
願
っ
て
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

 

（
広
瀬　

寛　

65
回
）

清
水
健
太
郎（
70
回
）
佐
野
厚
生
総
合
病
院
副
院
長
。
慶
應
義
塾
大
学
客
員
准
教
授
。
学
生
時
代
、
小
説
「
夕
立
」
を
三
田
文
学
に
発
表
。

〈漫画連載に寄せて〉
門川が新しく、医学部新聞の編集長に
なるにあたって、是非とも、４コマ漫
画を掲載したいと考えていた。４コマ
漫画と言えば、門川の同級生である、
清水健太郎君（70回）である。清水君
は、現在、佐野厚生総合病院副院長、
整形外科医として活躍中であるが、学
生時代、小説「夕立」を三田文学に発
表したり、自作イラストを多用した
「整形外科ガール」（南江堂）を出版
したり、多彩な才能を持っている。毎
年、彼から届く年賀状の４コマ漫画を
楽しみにしている人も多い。「さんし
君」は、医療の現場を題材にした４コ
マ漫画で、医学部新聞のホッとするよ
うな一コーナーになると思うので、ご
期待下さい。

会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
診
療
」
で
す
。
特
徴
と
し

ま
し
て
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
標
準
治
療
と
新
規
治

療
、
月
曜
か
ら
土
曜
ま
で
の

連
続
し
た
専
門
医
の
診
察
、

各
科
連
携
が
と
れ
た
ス
ム
ー

ズ
な
診
察
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。

　

Ｉ
Ｂ
Ｄ
と
は
潰
瘍
性
大
腸

炎
、
ク
ロ
ー
ン
病
を
始
め
と

し
た
難
治
性
疾
患
で
あ
り
、

若
年
者
に
発
症
し
、
再
燃
と

新
病
院
棟
完
成
で
さ
ら
に
充
実

診
療
ク
ラ
ス
タ
ー
紹
介

　

慶
應
義
塾
大
学
病
院
で
は
、
よ
り
良
い
治
療
を
患
者
さ
ん
に
提
供
す
る
た
め
に
、

２
０
１
６
年
度
よ
り
「
診
療
ク
ラ
ス
タ
ー
」
の
制
度
を
整
え
、
順
次
開
設
し
て
い
ま

す
。
診
療
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、
従
来
か
ら
の
内
科
や
外
科
等
の
診
療
科
の
枠
組
み
を
超

え
、
複
数
の
診
療
科
や
部
門
の
教
職
員
が
組
織
横
断
的
に
、
臓
器
別
あ
る
い
は
疾
患

別
に
連
携
・
協
力
す
る
チ
ー
ム
医
療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

医
師
、
看
護
師
、
薬
剤
師
を
は
じ
め
と
し
た
多
職
種
が
連
携
し
、
最
先
端
の
専
門

医
療
を
提
供
で
き
る
診
療
科
・
部
門
が
協
力
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
、
慶
應
義
塾
大

学
病
院
な
ら
で
は
の
質
の
高
い
チ
ー
ム
医
療
で
あ
る
「
診
療
ク
ラ
ス
タ
ー
」
を
こ
こ

で
は
紹
介
い
た
し
ま
す
。

第
２
回 

Ｉ
Ｂ
Ｄ
セ
ン
タ
ー

寛
解
を
繰
り
返
し
ま
す
。
ま

た
手
術
を
要
す
る
症
例
・
周

産
期
に
再
燃
す
る
症
例
・
皮

膚
症
状
や
関
節
症
状
な
ど
腸

管
外
合
併
症
を
有
す
る
症
例

な
ど
、
症
状
や
経
過
は
多
岐

に
渡
り
ま
す
。
そ
し
て
通
院

・
治
療
に
よ
る
学
業
や
就
業

へ
の
影
響
、
最
終
的
に
は
生

活
の
質
が
妨
げ
ら
れ
る
こ
と

が
大
き
な
問
題
点
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
理
由

か
ら
Ｉ
Ｂ
Ｄ
診
療
は
消
化
器

内
科
だ
け
で
な
く
、
複
数
の

診
療
科
の
介
入
・
協
力
が
必

要
不
可
欠
で
あ
り
、
当
院
に

お
い
て
包
括
的
治
療
が
可
能

な
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
当
セ
ン
タ
ー
は
厚

生
労
働
省
か
ら
臨
床
中
核
拠

点
病
院
に
認
定
さ
れ
た
総
合

病
院
で
あ
り
、
標
準
治
療
だ

け
で
な
く
新
し
い
診
断
法
、

治
療
薬
候
補
と
な
る
臨
床
開

発
、
臨
床
試
験
を
推
進
し
て

お
り
ま
す
。
Ｉ
Ｂ
Ｄ
診
療
に

　

２
０
１
６
年
７
月
に
開
設

さ
れ
た
炎
症
性
腸
疾
患

（Inflammatory Bowel 
Disease

、
以
下
Ｉ
Ｂ
Ｄ
）

セ
ン
タ
ー
は
、
Ｉ
Ｂ
Ｄ
患
者

さ
ん
が
抱
え
る
多
種
多
様
な

症
状
に
対
応
す
る
べ
く
、
消

化
器
内
科
・
消
化
器
外
科
・

小
児
外
科
・
小
児
科
・
産
婦

人
科
な
ど
、
複
数
の
診
療
科

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ス
タ
ー
診
療
を
行

う
こ
と
で
、
内
科
的
・
外
科

的
管
理
、
周
産
期
管
理
、
栄

養
管
理
、
成
長
管
理
な
ど
個

々
の
患
者
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に

幅
広
く
お
応
え
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た

当
セ
ン
タ
ー
の
目
標
は
「
Ｉ

Ｂ
Ｄ
患
者
さ
ん
が
笑
顔
で
社

お
い
て
基
本
的
検
査
で
あ
る

内
視
鏡
検
査
の
ほ
か
、
比
較

的
新
し
い
検
査
法
で
あ
る
大

腸
カ
プ
セ
ル
内
視
鏡
検
査
・

Ｃ
Ｔ
コ
ロ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
・

Ｍ
Ｒ
エ
ン
テ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー

な
ど
の
検
査
も
適
宜
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
患
者
さ
ん

の
過
去
の
治
療
内
容
に
応
じ

て
、
免
疫
調
節
剤
、
生
物
学

的
製
剤
、
血
球
成
分
除
去
療

法
や
、
治
験
や
臨
床
試
験
な

ど
の
個
別
の
テ
ー
ラ
ー
メ
イ

ド
治
療
も
行
っ
て
お
り
、
治

療
に
難
渋
し
て
い
る
患
者
さ

ん
に
と
っ
て
、
幅
広
い
治
療

が
選
択
で
き
る
医
療
機
関
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
診
療
体
制
・
治
療

方
針
を
生
か
し
、
潰
瘍
性
大

腸
炎
、ク
ロ
ー
ン
病
、腸
管
ベ

ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
非
特
異
性

小
腸
潰
瘍
症
な
ど
様
々
な
Ｉ

Ｂ
Ｄ
に
対
応
す
る
べ
く
、
私

た
ち
は
院
内
・
院
外
か
ら
広

く
患
者
さ
ん
の
紹
介
を
お
受

け
し
て
お
り
ま
す
。
Ｉ
Ｂ
Ｄ

の
再
発
入
院
、
手
術
を
で
き

る
だ
け
減
ら
す
こ
と
で
、
患

者
さ
ん
が
笑
顔
に
な
っ
て
社

会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
、
こ
の
目
標
に
向
か
っ
て

ク
ラ
ス
タ
ー
チ
ー
ム
一
同
、

常
日
頃
か
ら
診
療
に
当
た
っ

て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
相
談
・
ご
紹
介
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
消
化
器
内
科

 

大
野
恵
子　

89
回
）


